
 

 

 

 

 

 

 

未来を生きる力 

校 長 牧田 健一 

早いもので今年度も、いよいよ残すところ１７日（登校日）となり

ました。児童は心も体も確実に成長し、新学年に向けての力も付けて

おります。ここまで大きな事故やけがもなく、過ごすことができたの

も保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しております。ありがと

うございました。 

また、年度末に５週間にわたる分散登校となり、皆様には、ご心配

とご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。おかげさまで

分散登校中の学級閉鎖等の臨時休業をせずに３月を迎えられました。

重ね重ね皆様のご協力に感謝申し上げます。今後も感染症への対応は

しっかりと行っていきますが、児童の教育活動についても、しっかり

と丁寧に行っていきます。教職員には、こういう時こそ冷静に、落ち

着いて、いつも通りを徹底させていきます。児童の動揺を誘わないよ

うにしていきます。 

新型コロナウイルスの感染が全世界に広がり２年がたとうとしてい

ます。これまでに経験したことがない事態や状況に多くの方々が尽力

してきました。そして今後も未知の問題と向かい合う必要が出てくる

ことは間違いないと考えています。私たちは、今までの経験や知識、

体験を基にして問題解決に挑んできたわけですが、これからはそれす

らも通用しない世の中になってくる可能性が高くなっています。では、

何が大切なのかといえば、教科書や参考書にのっていない問題に主体

的に取り組み解決した体験ではないかと考えています。当然その学習

の中には、様々な人との関わりや対話が必要であり、自ら考えること、

今までの学びの活用等、様々な力を全開で発揮し、達成感や成功体験

を数多くしていくことだと思っています。今年度、総合的な学習の時

間を中心とした研究発表会を行いました。総合的な学習の時間は、子

どもたち一人ひとりが何もないところから、イメージを膨らませ、今

まで見てきたものや聞いたことを基に、探究を深めていく学習です。

「０」（ゼロ）から新しいものや考えを生み出す、創り出す力が必要な

のです。今後も、子どもたちの主体的な活動を多く取り入れ、津久戸

の子どもたちが将来にわたって力強く生きていく力を身に付けさせた

いと考えています。 

 

話は変わりますが、最後に３月１１日で東日本大震災から１１年が

たちます。けして忘れてはならない大きな災害でした。保護者・地域

の皆様もあの地震を忘れず、被災して亡くなったた方々の冥福を祈る

とともに災害に対する備えを怠らないようにしてください。 

研究の成果 

研究主任 

「校内研究」は、子供たちによりよい学習の機会を

提供するために、私たち教員が授業改善に向け取り組

んでいくことを目的としています。津久戸小学校では

「心と体をつなぐ健康教育」を主題に、体育科を研究

教科に指定して、研究を行ってきました。 

体育学習は、運動技能を身に付けることだけが目的

ではありません。運動場面を通して、自己の感情や行

動を統制する能力や多様性を尊重する態度、互いのよ

さを生かして協働する力など、非認知能力を育むこと

ができるのです。 

そのために、一人一人が運動課題を明確にもち、解

決のための方法を考えて、学習できるような授業が求

められています。これらは、体育科のみならず、全て

の教科で、さらには社会に出た際に必要な汎用的な資

質・能力と言えます。 

体育学習を通して、こうした力を育むためには、前

提として運動が楽しくなければなりません。今年度、

校内研究に取り組み、授業改善に励むことで、多くの

児童が体育学習に前向きに取り組む姿が見られました。

ぜひ、ご家庭でお子さんと日頃の体育学習について話

題にしてみてください。 

 

音楽室より 

音楽専科 

今年度の音楽集会は４年ぶりに全校児童が講堂に会

して歌ったり演奏したりすることができました。１学

期には「ラバーズコンチェルト」を合奏し、３学期に

は音楽委員会の伴奏に合わせて「勇気１００％」を元

気に歌いました。  

３学期はどの学年も、日本の伝統音楽に親しむ学習

をしました。２年生は「日本のうたでつながろう」の

学習で様々なわらべ歌を紹介し合い、「ずいずいずっこ

ろばし」「なべなべ」「あんたがたどこさ」などを歌い

ながら仲良く遊びました。３年生以上は箏の演奏に挑

戦し、音色を味わいながら熱心に取り組めました。 
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学校だより 

新宿区立津久戸小学校 

転換の年に 

校 長 本間 基史 
早いもので今年度も、いよいよ残すところ１７日（登

校日）となりました。児童は心も体も確実に成長し、
新学年に向けての力も付けております。ここまで大き
な事故やけがもなく、過ごすことができたのも保護者
の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しております。あ
りがとうございました。 

また、年度末に５週間にわたる分散登校となり、皆
様には、ご心配とご迷惑をおかけしました。申し訳あ
りませんでした。おかげさまで分散登校中の学級閉鎖
等の臨時休業をせずに３月を迎えられました。重ね重
ね皆様のご協力に感謝申し上げます。今後も感染症へ
の対応はしっかりと行っていきますが、児童の教育活
動についても、しっかりと丁寧に行っていきます。教
職員には、こういう時こそ冷静に、落ち着いて、いつ
も通りを徹底させていきます。児童の動揺を誘わない
ようにしていきます。 

新型コロナウイルスの感染が全世界に広がり２年が
たとうとしています。これまでに経験したことがない
事態や状況に多くの方々が尽力してきました。そして
今後も未知の問題と向かい合う必要が出てくることは
間違いないと考えています。私たちは、今までの経験
や知識、体験を基にして問題解決に挑んできたわけで
すが、これからはそれすらも通用しない世の中になっ
てくる可能性が高くなっています。では、何が大切な
のかといえば、教科書や参考書にのっていない問題に
主体的に取り組み解決した体験ではないかと考えてい
ます。当然その学習の中には、様々な人との関わりや
対話が必要であり、自ら考えること、今までの学びの
活用等、様々な力を全開で発揮し、達成感や成功体験
を数多くしていくことだと思っています。今年度、総
合的な学習の時間を中心とした研究発表会を行いまし
た。総合的な学習の時間は、子どもたち一人ひとりが
何もないところから、イメージを膨らませ、今まで見
てきたものや聞いたことを基に、探究を深めていく学
習です。「０」（ゼロ）から新しいものや考えを生み出
す、創り出す力が必要なのです。今後も、子どもたち
の主体的な活動を多く取り入れ、津久戸の子どもたち
が将来にわたって力強く生きていく力を身に付けさせ
たいと考えています。 

 

話は変わりますが、最後に３月１１日で東日本大震
災から１１年がたちます。けして忘れてはならない大
きな災害でした。保護者・地域の皆様もあの地震を忘
れず、被災して亡くなった方々の冥福を祈るとともに
災害に対する備えを怠らないようにしてください。 

 

マスコミ等でも散々取り上げられていますように、現

在、教員の働き方改革が話題になっています。誤解のな

いようにご理解いただきたいのは、いろいろな教育課題

が雪だるま式に増え、教育現場は飽和状態ということで

す。そもそも全国的に教員不足が続いています。産育休

の教員の代替は見つからず、病休の教員の欠員もいない

ため、管理職が担任に入るケースもあります。事務仕事

の増加、デジタル活用の推進、不登校支援、特別支援教

育を受ける児童の増加とその対応、保護者対応、部活問

題などに追われ、授業準備や生活指導など子供に向き合

う時間も削れません。政府はデジタル行財政改革会議で

令和７年度に原則、全ての学校でファックスでのやりと

りや押印を廃止することを掲げています。校務のデジタ

ル化では他に令和８年度までに全校をクラウド環境にす

ることや、令和７年度までに生成 AIを活用する学校を

半分に引き上げることを示しています。校務のデジタル

化で仕事内容が精選されて楽になれば良いのですが・・

この４月からは教員の補助としてスクールサポートスタ

ッフ（プリントの印刷など事務補助の仕事）エデュケー

ションアシスタント（１学年に入って担任の補助、副担

任のような仕事）が入ることになりました。また、一斉

メール配信については新システム「すぐーる」が導入さ

れ、学校だよりや学年だよりなどは印刷ではなくデータ

配信ができるようになります。また、欠席、遅刻等の連

絡も学校のホームページからではなく、メールで送信す

る形に変更となります。区内の学校では通知表の見直し

も行われており、通知表自体をなくす学校もあります。

本校は通知表の所見欄をなくし、個人面談等でお子さん

の学校での様子を伝えていくようにします。また、授業

時数を見直し、週時程も変えていきます。教員の働き方

改革は決して楽をするためのものではなく、本来、教員

が注力すべき子供に向き合う時間をとるためのものとご

理解ください。幸い本校では、保護者の皆様が協力的

で、クレーム対応に時間がとられるようなことはありま

せん。引き続き、家庭と地域と連携して健やかな児童の

育成に努めます。本年度の学校運営へのご理解、ご協力

に感謝申し上げます。そして、次年度もよろしくお願い

します。 



【学年の窓から・・・５年生】 

1組担任 

 高学年としてのスタートを切ってから早一年。委

員会やクラブ活動で様々な役割を担いながら、「高

学年としての顔」が様になってきました。また、運

動会や学芸会など、力を合わせて一つのものを作り

上げる経験が、成長を後押ししてくれました。 

 その一方で、先日の降雪後は雪遊びを楽しんだ

り、大縄跳びで学校一位を収めるほど皆で練習した

り、楽しむことも忘れてはいません。休み時間にな

るとお互いのクラスを行き来して遊ぶ姿も見られ、

男女分け隔てなく仲良くできるのも５年生の良いと

ころです。 

さあ、１か月もすると最高学年です。自分の時間

を少しだけ人のために使うことのできる、そんな６

年生を目指して、残り少ない３学期を過ごしていき

たいと思います。 

２組担任 

 先日、東京理科大にある近代科学資料館へ体験学

習に行きました。科学技術の現代・過去・未来や先人

たちの知恵に触れました。知りたかったこと、新たに

知ることができたこと、疑問に思ったこと等、多くの

子が様々なことに興味をもち、楽しく学びました。帰

り道では、「楽しかった」「また行きたい」という声

が絶えませんでした。  

 5年生となり、委員会やクラブ活動で様々な役割を

担うようになった一方で、学習面でも家庭科がスタ

ートするなど、より多くのことを学ぶ機会が増えま

した。得意なことがある反面、苦手だなと感じること

もあるはずです。そんな中でも、「楽しい」「やりた

い」「不思議だ」と思えることを 1つでも多く見つけ

てほしいです。  

いよいよ、4月からは最高学年です。津久戸小をリ

ードしながら多方面にアンテナを張り、興味のある

ことをたくさん発見し、無限の可能性をぐんぐん伸

ばしてほしいと思います。  

     ３月の生活目標 

  『人の気持ちを大切にしよう』 
・感謝の気持ちをあらわそう。 
・みんなでなかよく遊ぼう。 
・心をこめてあいさつをしよう。 
・一年間のまとめをしよう。 

  

卒業・進級の時期になりました。生活面、学習面

を振り返り、できるようになったこと、もっと頑張

りたいことを意識して、4月からの新しい年度につ

なげましょう。         （生活指導部）                  
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